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５ 仁淀川地域 

 

（１） 地域の産業を取り巻く状況 

 

当地域の総人口は減少傾向にあり、平成 22 年の国勢調査では 86,020 人となっていま

す。また、少子化及び高齢化が進行し、人口構成は 65 歳以上の高齢者が約 33％を占め、

生産年齢人口は約 56％となっています。 

当地域は、施設園芸等の農業や紙産業など、水資源とつながりがある産業に支えられ

ており、仁淀川を介した自然、生活文化との関わりが強い地域であるといえます。 

当地域の農業は、仁淀川の下流域を中心とする平地・丘陵地農業と、上流域を中心と

する中山間地農業からなり、特に、下流域は、県内屈指の農業地帯として発展してきま

した。トマトや茶、ニラ等の地域特性を活かした農業の展開や集出荷施設の整備による

集出荷体制の強化等に取り組んでいますが、農家人口の減少や農業従事者の高齢化、耕

作放棄地の増加など、農業を取り巻く状況は厳しいものがあります。 

林業については、上流域を中心にして豊富な森林資源の供給地区となっていますが、

長引く木材価格の低迷や林業従事者の減少と高齢化により、安定的な供給に支障をきた

すなど、厳しい状況に直面しています。その一方で、国際的な木材の需給の状況や、地

球温暖化の防止等に対する森林への関心の高さなどを背景に、国産材を見直す動きが見

られます。こうした状況の中、「森の工場」の整備に積極的に取り組み、整備地区も拡

大してきています。 

当地域で行われている海面漁業は、大消費地である高知市近郊という地の利はあるも

のの、魚価の低迷や資材などの高騰、漁業就業者の高齢化と後継者の減少といった問題

を抱えています。こうした状況の中、宇佐のうるめを売り出そうと、平成 21 年度から

漁協や商工会など地域の団体が協力して「宇佐の一本釣りうるめ」のブランド化に取り

組んでおり、その成果が期待されます。 

市街地を中心とした商業は、大型量販店等の進出などによる人の流れの局地化や高知

市への購買力の流出により、商店街の活力が低下しています。また、製造業の核となる

紙産業は、多種多様な品目の生産がなされ、国際的に大きなシェアを占める企業も見ら

れますが、製紙工業会からは、「エネルギー」や「物流」、「地産地消」分野への対策が

課題として上げられています。一方、手すき和紙については、高い品質と伝統に支えら

れてはいるものの、職人の高齢化が進み、後継者対策が喫緊の課題となっています。 

観光面では、自然環境を活かした体験型の施設もあり、連携による発展の可能性が見

込まれるものの、面的なつながりが弱く、相乗効果が生じていない状況にあります。こ

うした状況の中、仁淀川流域全体の魅力を高め広域的な観光情報の発信等に取り組もう

と、流域内の市町村と観光協会が連携して「仁淀川地域観光協議会」を設立し、地域資

源を活用した旅行商品等の企画・造成や、旅行会社と連携した取組が開始されています。 



 

 

（２） 地域アクションプランの概要 

 

 当地域では、奇跡の清流「仁淀川」を軸に、仁淀川流域の保全や流域圏の活性化など、

広域的な取組がなされています。それを基礎にして、海・川・山の恵まれた自然環境や土

佐和紙に代表される伝統文化など、地域の資源や特色を活かしながら、下流域の市街地か

ら上流域の山岳地域まで流域全体で多様な展開を図ります。 

 農業分野では、立地条件を活かし、野菜、花き、果樹等の園芸作物を主体とした基幹品

目の振興をはじめ、高糖度トマトの生産・出荷販売の強化を図ります。また、良質茶の主

産地である仁淀川流域の共通ブランドとして、「仁淀川流域茶」（仕上げ茶）の販売の拡大

や、ミシマサイコ、サンショウ等の薬用作物の生産の拡大、土佐文旦の新たな販路の開拓

や加工品の開発などに取り組みます。 

 林業分野では、杉・ヒノキを中心とする優良材を安定的に供給するため、「森の工場」を

核にして事業体や担い手の育成に取り組み、間伐の面的な拡大と素材の増産を図ります。

併せて、加工・流通体制を整備し、消費者ニーズに対応した高品質の製品づくりや流通コ

ストの低減などに取り組み、林業・木材産業の再生を図ります。また、シキミ・サカキ、

竹炭などの特用林産物の生産・販売の拡大に向けた取組を進めます。 

 水産業分野では、地域の特産品である「宇佐のうるめ」を活用した新たな加工品の開発

や生鮮品の販路の開拓などにより、消費の拡大を図ります。また、地域限定の名物食とし

て、観光分野と連携したＰＲ活動を行うなど、ブランド化に取り組みます。 

 商工業分野では、商工会等との連携による商店街の活性化、地域資源を活用した特産品

や新しい紙製品の開発などに取り組みます。また、地域の伝統産業である「土佐和紙」に

ついては、販売を促進するため、県外へのＰＲ活動や県内の学校及び公共団体等での消費

拡大に向けた取組を進めます。 

観光分野では、太平洋や仁淀川、四国山地といった恵まれた自然環境や地域資源を活か

して、仁淀川地域観光協議会を中心に関係機関・団体等と連携した広域的な観光ＰＲや一

体的な情報発信などに取り組み、「奇跡の清流仁淀川」ブランドによる体験型観光などの推

進による交流人口の拡大と食観光・物産販売など観光の産業化に向けた取組を進めます。



 

 

（３） 重点的な取組 

 

○ 地域の特色を活かした多様な農業の展開 

（基幹品目の生産性及び品質の向上、高糖度トマトの産地の確立、「仁淀川流域茶」の

ブランド化、薬用作物の産地の拡大） 

○ 「森の工場」などによる木材の増産体制の確立 

（事業体や担い手の育成） 

○ 「宇佐のうるめ」の消費拡大 

（地域の特産品のブランド化） 

○ 「土佐和紙」の販売の促進 

（土佐和紙の県内外での販売強化） 

○ 仁淀川流域の広域観光の推進 

  （「奇跡の清流 仁淀川」ブランドによる体験型観光などの推進による交流人口の拡大

と食観光・物産販売など観光の産業化の推進） 

 

 

（４） 主要な指標及び目標 

 

項     目 実  績 目  標 

基幹園芸品の出荷数量 H22：17,996t H27：18,986t 

高糖度トマトの販売額 H22：3.7 億円 H27：5.1 億円 

仁淀川流域茶（仕上げ茶）の販売量 H22：茶全体の 11.4% H27：茶全体の 16% 

薬用作物の作付面積 H22：ﾐｼﾏｻｲｺ  47ha  

   ｻﾝｼｮｳ   59ha 

   ﾀﾞｲﾀﾞｲ  18ha 

H27：ﾐｼﾏｻｲｺ  70ha 

   ｻﾝｼｮｳ   80ha 

   ﾀﾞｲﾀﾞｲ  30ha 

木材の素材生産量 H22： 3.7 万㎥ H27： 5.6 万㎥ 

うるめ商品の販売額 H22：5,493 千円 H27：100,000 千円 

土佐和紙の販売額 H22： 億円 H27： 億円 

仁淀川地域観光協議会関連のツアー客数 

公共関連宿泊施設での宿泊者数 

主要観光施設の入込数 

H23：    500 人 

H22： 52,902 人 

H22：135,029 人 

H27：    730 人 

H27： 56,000 人 

H27：140,000 人 

 



（５）　具体的な取組

№

土
佐
市

い
の
町

仁
淀
川
町

佐
川
町

越
知
町

日
高
村

1 仁淀川流域茶の生産から販売までの一貫体制の強化による販売額の向上 ● ● ● ● ●

2 地域を支える基幹品目の振興 ● ● ● ●

3 薬用作物の産地拡大による所得の向上 ● ● ● ●

4 力強い高糖度トマト産地の確立 ● ● ●

5 ＪＡとさし園芸産地ビジョン実現に向けた取組の推進と販売体制の強化 ●

6 加工用ワサビの加工の促進 ●

7 土佐文旦の加工 ●

8 生姜の加工（生姜出荷施設整備事業） ●

9 いの地域における園芸産地の維持・発展 ●

10 集落営農の推進 ●

11 本川キジの販路の拡大と顧客ニーズに対応した商品開発 ●

12 農業振興ネットワークの構築による地域の活性化 ●

13 仁淀川流域における木材産業の振興 ● ● ● ● ● ●

14 特用林産物の販売拡大 ● ● ● ● ● ●

15 うるめのブランド化 ●

16 「土佐和紙」の販売促進と保存・継承 ● ●

項目

16 「土佐和紙」の販売促進と保存 継承 ● ●

17 高岡日曜市の活性化などによる地域商業の振興 ●

18 いの町商店街（仁淀川七色商店街）の活性化 ●

19 地域産品を活用した冷菓等の製造販売 ●

20 ㈱フードプランを中心とした農山村６次産業化の推進 ●

21 売れる商品づくりによる地産外商の推進 ●

22 企業進出による雇用の増と地元企業の活性化 ●

23 地元企業の活性化（芋菓子加工販売拡大事業） ●

24 企業進出による雇用の増（ペット用木質系排泄物処理剤製造施設整備事業） ●

25 「奇跡の清流仁淀川」流域の広域観光推進 ● ● ● ● ● ●

26 仁淀川流域を中心としたジオパークへの取組による交流人口の拡大 ● ● ● ●

27 集客施設の整備による新居地区の活性化 ●

28 体験型観光・食観光の推進 ●

29 体験型観光の推進と地域資源を活かした特産品づくり ●

30 山岳資源を活用した交流人口の拡大 ●

31 観光情報の一元化とおもてなし観光の推進 ●

32 歴史的風致維持向上計画の推進 ●

33 佐川町における知的体験型観光の推進 ●

34 佐川町収蔵資料を活用した地域の活性化 ●

35 越知町の総合的な観光推進と地場産品の販売促進 ●

36 直販市を核とした観光資源の整備による交流人口の増と地域の活性化 ●

37 屋形船を活用した拠点施設の整備による交流人口の増と地域の活性化 ●

38 国宝を活用した観光資源の整備による交流人口の増と地域の活性化 ●



1、9、10、11、13、14、16、18,、19、

25、29、30

1、2、3、4、12、13、14、22、

23、24、25、26、36、37、38

1、2、3、4、13、14、20、

25、26、31

仁淀川町

越知町

佐川町

いの町

日高村

【仁淀川地域】

5、6、7、8、13、14、15、16、17、25、27、

28
1、2、3、4、13、14、21、25、26、32、33、34

1、2、3、13、14、25、26、35

土佐市



【仁淀川地域】

総括 課題

1 仁淀川流域茶の生産か
ら販売までの一貫体制
の強化による販売額の
向上

《いの町、仁淀川町、佐
川町、越知町、日高村》

良質茶の主産地である仁淀
川流域の生産者が共通認識
のもと「仁淀川流域茶」（仕
上げ茶）の販売を拡大すると
ともに、適正な栽培管理と効
率的な生産体制の整備や、
新たな加工品の開発と販路
の開拓により、茶生産農家
の所得の向上を図る。

・ＪＡコスモス
・管内の茶生産組
織

2 地域を支える基幹品目
の振興

《仁淀川町、佐川町、越
知町、日高村》

中山間地域のほ場条件や気
象条件を活かした基幹品目
（ニラ・ピーマン・ショウガ・食
用山椒）の振興によって、農
業所得の向上を図り、地域

活性化を目指す

・ＪＡコスモス
・ＪＡコスモス各生
産部会
・越知町山椒生産
組合

項目 事業の概要 事業主体
第１期計画（H21～23）の取組の総括等

 

主な内容

・さらなる知名度向上と
消費拡大

・小売販売量の増加

・優良茶園の維持

・新商品の開発

◆プロモーション能力
の高い生産者の育成

◆新たな取引先・販売
先の確保

◆栽培管理体制の確
立

◆消費者に魅力的な
商品開発

・仁淀川流域ぐるみで共通したブラ
ンド（仁淀川流域茶）意識の確立
（H21～23）
◆目標の達成には一歩及ばな
かったものの、仁淀川流域全体を
イメージした販促資材を活用し、流
域ぐるみで積極的な販促イベント
やPR活動を実施することで、一定
のブランドイメージの構築と知名度
の向上を図ることができた。

・生産の仕組みづくり（受委託、ゆ
い等）（H21～23）
◆優良茶園維持管理体制につい
て生産者アンケートを実施、その
結果、後継者を中心とした中長期
的生産体制を検討することとなっ
た。

・加工品の開発（H21～23）
◆煎茶以外の紅茶などの商品開
発にも取り組み、商品のレパート
リーの拡充を図ることができた。

◆安定的な生産体制
の維持と栽培技術の
向上

・栽培技術の向上、安定的な生産
の維持（H21～23）
◆ニラは目標達成には及ばなかっ
たが、施設整備による生産体制は
整いつつある。新規就農者及び新
規栽培者 確保 育成も行われ

・ＪＡコスモスの基幹品
目（ニラ・ピーマン・ショウ
ガ）の栽培面積、生産者
数の増加と栽培技術の
向上による販売額の増
加

知町、日高村》
の活性化を目指す。

3 薬用作物の産地拡大に
よる所得の向上

《仁淀川町、佐川町、越
知町、日高村》

大手製薬会社と契約栽培を
行っているミシマサイコ・サン
ショウ・ダイダイなどの薬用
作物の産地を漢方薬の需要
増に対応できるように拡大
する。また生産農家の所得
の向上と就労の場の確保を
図る。

・ヒューマンライフ
土佐

◆山椒の安定的な栽
培技術の確立、加工
品の開発と販売

規栽培者の確保・育成も行われ、
今後の販売額の増加が期待され
る。
　ピーマンは目標達成には及ばな
かったが、新規栽培者の確保・育
成も行われ、今後の栽培面積及び
販売額の増加が期待される。

・山椒の安定的な栽培技術の確
立、加工品の開発と販売（H21～
23）
◆目標は達成したが、収穫作業の
人手不足、生育不良樹の発生等、
新たな課題も出てきている。

加

・山椒の安定的な栽培
技術の確立、加工品の
開発と販売

・薬用作物の産地の育
成

◆薬用作物の安定生
産

・薬用作物の産地の育成（H21～
23）
◆農事組合法人ヒューマンライフ
土佐が中心となって薬用作物の面
積拡大に取り組んできた。その作
付面積は仁淀川流域から嶺北、幡
多地域まで拡大し、全県下的な取
り組みになっている。特にサンショ
ウの面積拡大が顕著であった。



Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）

仕上茶の販売量
（H19　茶全体の8％）
（H22　茶全体の
11.4％）

16％

　 　

指標及び目標第２期計画
Ｈ２８以降

ニラ出荷量
（H22　573t）

ピーマン出荷量
（H22 245t）

650t

270t
安定的な生産体制の維持と栽培技術の向上

新規就農者の確保・育成、生産組織の育成、産地の規模拡大、出荷施設等の整備

プロモーション講習会、イベントへの積極的参加による能力向上

イベント販売・商談会への参加

加工品（ほうじ茶、紅茶など）の新たな商品アイテムの開発

プロモーション能力の高い生産者の育成

消費者に魅力的な商品開発

新たな取引先・販売先の確保

栽培管理体制の確立

栽培管理技術の向上・管理体制の検討及び確立

（H22　245t）

ショウガ出荷量
（H22　882t）

食用山椒出荷量
（H22　30t）

950t

32t

70ha

80ha

30ha

※一部、愛媛県域
を含む

薬用作物の作付面
積
ミシマサイコ
（H19　38ha）
（H22　47ha）

サンショウ
（H19　12ha）
（H22　59ha）

ダイダイ
（H22　18ha）

共同作業等の実施（育苗、根切り、洗浄、乾燥など）

乾燥機及び予冷庫等の整備、拠点共同作業場の整備

薬用作物の安定生産

栽培指針の作成と見直し、加工品の試作・販売

山椒の安定的な栽培技術の確立、加工品の開発と販売

新規就農者の確保 育成、生産組織の育成、産地の規模拡大、出荷施設等の整備

栽培管理技術の向上、物理的・耕種的防除による病害虫防除の徹底



【仁淀川地域】

総括 課題
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等

 

主な内容

4 力強い高糖度トマト産地
の確立

《仁淀川町、佐川町、日
高村》

高糖度トマト生産における生
産特性を生かしたトマトの販
売戦略や地域ネットワーク、
消費者ニーズを基に付加価
値を高めた産地間競争力を
強化しながら、生産者の所
得の向上につなげる。

・ＪＡコスモス
・ＪＡコスモストマト
生産部会

5 JAとさし園芸産地ビジョ
ン実現に向けた取組の
推進と販売体制の強化

《土佐市》

農産物価格の低迷、農業者
の高齢化や担い手の減少、
生産コストの増大など、厳し
い環境の中で、主要品目の
生産性及び品質の向上を図
るとともに、安全・安心を求
める消費者ニーズに対応し
た農産物の生産を推進す
る。

・ＪＡとさし ・ＪＡとさし園芸産地ビ
ジョンの早期実現と販売
力強化

◆各品目毎のビジョン
に基づいた対策の実
践

　 ◆高品質高収量技術
の普及

・高糖度トマトの産地間競争力の
強化（H21～23）
◆食の安全・安心への取組強化、
新たな糖度区分による商品開発、
販促活動によるイメージ戦略と合
わせた高付加価値化により販売単
価は向上した。しかし、土壌病害
等の多発により安定生産にいたら
ず減収傾向にあった。

・産地コンセプトを理解し
実践できる農業者の育
成

・安定生産のための栽
培技術向上

・他産地商品との差別化
した販売戦略の展開

◆人材育成及び産地
の体制づくり

◆栽培技術の向上及
び病害虫防除の徹底

◆集出荷施設の整備

◆新商品の販路開拓

・ＪＡとさし園芸産地ビジョンの策定
（H21～23）
・JAとさし西部集出荷施設の整備
（H21～22）
◆集出荷場等整備(H21)
◆土佐文旦選果機・生姜重量選
　別機ライン整備(H22)
◆青ねぎﾊﾟｰｼｬﾙｼｰﾙ包装機・予
　　冷施設整備(H22)

・JAとさし宇佐ピーマン集出荷場
の整備（H22～23）
◆自動秤量包装機導入(H22)
◆集出荷場拡張（H23）

　 ◆集出荷体制の整備
による販売力強化

6 加工用ワサビの加工の
促進

《土佐市》

農産物価格の低迷、農業者
の高齢化や担い手の減少、
生産コストの増大など、厳し
い環境の中で、加工用ワサ
ビを製造する食品加工会社
の取組を支援することによ
り、加工用ワサビ生産農家
の規模拡大や産地育成を図
り、基幹品目である加工用
ワサビ生産の振興につなげ
る

・㈱マルカ ・加工用ワサビの生産振興（H22～
23）
・加工出荷施設の整備（H22）
◆販売先である金印㈱が希望する
200tの一次加工処理能力は備え
ることができた。また、県農業振興
部、園芸連とも有望品目に位置付
け、生産振興に取り組んでいる。

◆加工用ワサビの出
荷量の拡大

　 　 　 　

・生産者数の拡大

・既存栽培者の栽培規
模拡大

・栽培技術向上への支
援

・一次加工処理機械等
の有効活用



Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）

指標及び目標第２期計画
Ｈ２８以降

高糖度トマトの販売
額
（H19　4.2億円）
（H22　3.7億円）

5.1億円

　 　

ＪＡとさし園芸品出荷
量

15,263t
（H23園芸年度）

16,000t
（H27園芸年度）

　 　

生産部会各班の主体的な活動の活性化、新規就農者の確保・育成、産地の規模拡大

光センサー等の高度化に向けた計画の作成

安定生産に向けた高糖度トマト栽培管理技術の向上、 物理的・耕種的防除による病害虫防除の徹底

ＨＰ等の活用による消費者の囲い込み、地域ネットワークの活用、パートナーシップ店の開拓、消費者ニーズ調査

人材育成及び産地の体制づくり

新商品の販路開拓

施設整備の導入・高度化

集出荷施設の整備

栽培技術の向上及び病害虫防除の徹底

各品目毎のビジョンに基づいた対策の実践

園芸産地ビジョン実現に向けた対策の実施及び進捗状況の確認による対策の見直し

高品質高収量技術の普及

　 　

加工用ワサビ加工出
荷量
（H21　60.0t）
（H23　71.3ｔ）

150ｔ

　 　

まとまりのある園芸産地総合対策事業の実施による生産組織の課題解決

集出荷体制の整備による販売力強化

出荷物ロットの拡大により販売力の強化を図り農業所得を拡大

関係機関との連携強化による新規栽培者の掘り起こし等による生産者数の拡大や、栽培規模の拡大等による出荷量の増

加工用ワサビの出荷量の拡大



【仁淀川地域】

総括 課題
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等

 

主な内容

7 土佐文旦の加工

《土佐市》

地域の主要品目である土佐
文旦の県内市場の飽和化・
贈答需要の減少による単価
安へ対応するため加工品の
原料としての有効活用を図
る。

・JAとさし
・土佐文旦加工組
合
・菊水酒造（株）
・ひまわり乳業（株）

　 　 　

　 　 　

8 生姜の加工（生姜出荷
施設整備事業）

《土佐市》

地域の基幹品目である生姜
のフレッシュ生姜の増産を図
るとともに、加工製品の生産
性の向上を図り、土佐市内
等の生姜生産者の所得向上
を目指す

・㈱前川博之商店 ・加工等出荷施設の整備（H22）
・生産工場の新設（H23）
◆充填機等の導入及び工場の新
設を行うことによって、経常利益率
が高い加工品の生産性が向上し

る

・生姜原体の受込量の
確保

・加工品の売上増

◆原材料の安定供給

・土佐文旦の加工の促進（H21～
23）
◆平成21年度に菊水酒造㈱が、
総合支援事業を導入し搾汁機を設
置し、JAとさしと連携して文旦の下
級品を活用した加工品（酒類）を3
品開発・発売した。また、平成22年
度には、菊水酒造㈱の販売ルート
だけではなく、JAでもJAラベルに
よる商品として、贈答用セットもつく
り販売を始めた。しかし、文旦の下
級品は年平均200tあるが加工用
原料としての需要が少ない。
◆土佐文旦加工組合では委託加
工により文旦飲料「ぶんぶん」を製
造販売しており、さらに消費拡大を
図るため平成22年度には都市部
のアンテナョップ等での販売に取り
組んだ。しかし、消費の低迷などに
より、平成23年度には新たにひま
わり乳業㈱との連携による新商品
の開発と販路の拡大を図った。ひ
まわり乳業㈱は総合支援事業のス
テップアップ事業を導入し、新商品
の共同開発とANAの国内線での
販売（平成24年1月～３月）を契機
に都市部での販路拡大にも取り組
んでいくことになった。

・開発商品（酒類、
ジュース類）の販売拡大
とPRの強化

・新商品の開発

◆開発商品の県内外
への販売強化

◆新たな加工品の開
発による土佐文旦の
下級品の消費拡大

を目指す。 ている。

　 　 　

9 いの地域における園芸
産地の維持・発展

《いの町》

農産物価格の低迷、農業従
事者の高齢化や担い手の減
少、生産コストの増大など、
厳しい状況がみられるなか、
いの地域の園芸産地ビジョ
ンに基づく生産の振興と集
出荷体制整備により販売力
を強化し、農業所得向上に
繋げる。

・ＪＡコスモス（伊野
支所、吾北支所）

・ＪＡ伊野園芸産地ビジョンの検討
（H21～23）
◆園芸産地としての「あるべき姿」
の実現に向けた検討を進めた。

・ＪＡコスモス（伊野支
所、吾北支所）園芸産地
ビジョンに基づく生産振
興と販売力の強化

◆品目毎のビジョン策
定

　 　 　 ◆高品質高収量技術
の習得、下級品の有
効活用

　 　 　 　 ◆集出荷体制の整備
による販売力強化

◆販路拡大・販売促進



Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）

指標及び目標第２期計画
Ｈ２８以降

加工原料用の土佐
文旦の確保
（H19　 0t）
（H22　30t）

100t

加工品の開発と発売
（H19　1品）
（H22　3品）

4品（1品/年）

　 　

生姜加工品の販売
額
（H22　114,792千円）

200,000千円
（H27.9）

加工品のＰＲおよび加工業者と産地側の協力による販路の拡大

連携業者や新たな企業との連携による商品開発と販路開拓のための研究やＰＲの強化による６次産業化への取組

原材料の安定供給

開発商品の県内外への販売強化

新たな加工品の開発による土佐文旦の下級品の消費拡大

　 　

ＪＡコスモス出荷量
（H23園芸年度）
・伊野支所
　生姜：464t
　白芽芋：27t
　キュウリ：259t

・吾北支所
　柚子：232t
　ワサビ：21t

（H27園芸年度）

510t
29t
265t

250t
30t

生産農家との作付面積、収穫時期等について定期的な打合せ会の実施

販路拡大・販売促進

展示・商談会への参加および新商品の開発

品目毎のビジョン策定

各品目（生姜・白芽芋・キュウリ・インゲン・加工用ワサビ・果樹等）の現状、問題・課題の洗い出しによる対策の明確化

高品質高収量技術の習得、下級品の有効活用

まとまりのある園芸産地総合対策事業実施による生産組織の課題解決

集出荷体制の整備による販売力強化

出荷物ロットの拡大による販売力の強化及び農業所得の拡大



【仁淀川地域】

総括 課題
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等

 

主な内容

10 集落営農の推進

《いの町》

集落の農業者が協力して、
管理が困難となった農地や
高齢者等の労力などの地域
資源を活用した農業経営を
行い、将来にわたって地域
で生活できる一定の所得と
雇用の場を確保するための
集落営農の仕組みづくりを
行う。

・いの町吾北地区 ・上東営農組合の各部
門活動の定着

・上東地区外の集落営
農組合と上東地区営農
組合連携による地域ぐる
みの活動展開

・集落営農組織の発足
による集落営農

　 　

11 本川きじの販路の拡大と
顧客ニーズに対応した商
品開発

《いの町》

いの町本川地区の特産品と
して「本川きじ」の販路の拡
大と顧客ニーズに対応した
商品の開発に取り組み、中
山間地域の基幹産業として
定着させる。

・本川きじ生産組合
・庭先農家
・いの町

・生産体制の強化と販路拡大（H21
～23）
◆目標達成には到っていないが、
飼育及び処理加工マニュアルを作
成し、当初飼育羽数より増加した。
平成23年秋より新しく商品に「きじ
つみれ」「きじソーセージ」を追加
し、バリエーションを充実させた。

・需要に対応した安定的
な生産体制

・需要増加に対応できる
加工処理設備

・販路拡大（県内の知名
度アップ、首都圏・関西
圏）

　 　 　 　

・こうち型集落営農モデル組織の
育成（H21～23）
◆上東地区営農組織が発足し、ニ
ラ、ワサビによる協業が1.7haで始
まった。また、稲作の作業受託部
門ドリームサポートが発足し、平成
22年度は8haで開始した。また、集
落営農組織の目的を達するため
に、有望品目研究部会も発足さ
せ、平成23年度には3部門で活動
を始めた。

◆上東地区集落営農
組合の部門活動の定
着

◆吾北地区での連携
した集落営農活動の
普及と定着

◆生産体制の強化

◆販売の安定化と販
路の開拓

12 農業振興ネットワークの
構築による地域の活性
化

《日高村》

生産農家、加工品製造者、
農産物等販売者等のネット
ワークを構築し、情報の共有
化を図り、日高の農産物及
び村の知名度アップを図るこ
とにより、地域生産者の所得
向上や地域の活性化を目指
す。

・日高村 　 　 ◆連携しての販売促
進



Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）

指標及び目標第２期計画
Ｈ２８以降

・周年経営する協業
面積
（H22　1.7ha）

・水稲作業の受託面
積
（H22　8ha）

・1.9ha

・24ha

・集落営農組織数
（H22　6組織）

・集落営農組織の
ネットワーク化

・7組織

・集落営農組織の
協議会発足

本川きじの生産羽数
（H20　1,000羽）
（H23 2,400羽）

6,800羽

　 　

・協業部門の有望品目の検討と定着

・作業受委託の周辺地域へのＰＲと部門体制の強化

・組合体制の定着とリーダーの育成

・集落の実態に対応した集落営農の検討と未発足組織の結成

・集落営農組織のネットワークづくりによる、組織活動の強化

生産から販売及び経営までを検討する定例会の開催

庭先農家を増やし生産量拡大安定した飼養技術の習得

増産に向けた施設・設備

等の整備 増産に向けた施設・設備等の整備

生産体制の強化

販売の安定化と販路の開拓

上東地区集落営農組合の部門活動の定着

吾北地区での連携した集落営農活動の普及と定着

農産物販売額
（H22　3.2億円）

3.4億円

各種イベントでのＰＲ、商談会参加による販路拡大

新商品製造に対応する設備等の検討及び導入

市場調査と顧客ニーズに対応した商品の開発

安定した販路の確保と新規販路の開拓

連携しての販売促進

定期的なネットワーク連絡会の開催

実施方法の検討、展示商

談会等への参加、連携し

た販促活動の実施

展示商談会等への参加、連携した販促活動の実施

カタログ販売・ネット販売への展開



【仁淀川地域】

総括 課題
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等

 

主な内容

13 仁淀川流域における木
材産業の振興

《仁淀川地域全域》

仁淀川流域における間伐の
推進と素材の増産等に対応
するため、生産・加工・流通
の安定化に向けた取組を行
い、木材産業の振興を図る。

・森林組合
・林業事業体
・素材生産業者
・製材業者等

・林業事業体等への事業説明会
（H21～23）
・間伐推進会議（H21～23）
・地区座談会（H21～23）
・管内企業（素材生産・木材加工）
の実企業態調査（H21）
◆「森の工場」の推進により、事業
体や担い手の育成、間伐の推進
が図られた。

　 　 　 　

　 　 　 　 　

14 特用林産物の販売拡大

《仁淀川地域全域》

特用林産物（シキミ・サカキ・
竹炭等）の生産量の増加、
品質向上のための取組など
により販売を拡大し、生産者
の所得の向上を図ると共に
新たな特用林産物 取組

・JAコスモス
・仁淀川森林組合
・特用林産物生産
者

・シキミ、サカキの生産の拡大と品
質向上への取組（H21～23）
◆栽培指針の作成、生産実態調
査、現地研修会、目慣らし会、病
害虫防除研修会等の取組により品
質が向上し生産量 増大が図ら

・生産量の増加

・販売価格の向上

◆生産者・栽培地の拡
大

・担い手の育成

・施業の集約化

・低コストの取組み

・加工・流通体制の整備

◆原木の安定供給の
取組

◆事業体の育成

◆流域産材の加工・流
通の安定化に向けた
取組

新たな特用林産物への取組
を行う。

質が向上し生産量の増大が図ら
れ、生産者の所得向上が図られ
た。

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

15 うるめのブランド化

《土佐市》

「宇佐の一本釣りうるめ」を
原料にした新たな加工品の
開発や鮮魚の販路の開拓に
より需要の拡大を図るととも
に、地域限定の名物食とし
て提供する体制づくり、ま
た、観光分野への経済効果
の波及を目指す。

・企業組合宇佐も
ん工房

・宇佐もん工房経営の安
定化

◆販路拡大・販売促進
◆新商品の開発

◆流通体制の整備

◆新たな特用林産物
への取組

・宇佐うるめのブランド化（H21～
23）
◆年間を通じての生産・販売体制
の構築、市場調査、うるめを使った
レシピの開発により、ブランド化が
一定できた。
・加工場の新設及び加工機械等の
充実（H22)
◆加工場の新設等によって、顧客
からのニーズに対応でき、取引件
数も伸びてきている。



Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）

指標及び目標第２期計画
Ｈ２８以降

素材生産量
（H19　5.9万㎥）
（H22　3.7万㎥）

5.6万㎥

　 　

　 　

シキミ・サカキの出荷
量
（H19　22ｔ）
（H22  30ｔ）

32ｔ

原木の安定供給の取組

林業事業体の育成

流域産材の加工・流通の安定化に向けた取組

生産者・栽培地の拡大

森林経営計画の樹立支援

「森の工場」の整備

林業事業体の育成・指導

製材工場等の経営体質の強化等

　 竹炭の出荷量
（H22　20ｔ）

25ｔ

　 　

　 　

うるめ商品の販売額
（H19　　　０千円）
（H22　5,493千円）

１00,000千円

新たな特用林産物への取組

流通体制の整備

展示・商談会への参加、新商品の開発

販路拡大・販売促進

新商品の開発

生産者・栽培地の拡大、流通体制の整備及び栽培指導

流通体制の整備への取組

新たな特用林産物への取組



【仁淀川地域】

総括 課題
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等

 

主な内容

16 「土佐和紙」の販売促進
と保存・継承

《土佐市、いの町》

・手すき和紙協同
組合
・高知県製紙工業
会
・いの町商工会
・i-nos.net　他

　 　 　 　

　 　 　 　 　

地域の伝統産業である「土
佐和紙」は、売上げが低迷
し、生産が減少していること
から、手すき和紙及び機械
すき和紙を含め、県内外で
の消費拡大を図り、原料や
担い手の確保につなげる。
また、特に担い手について
は、手すき和紙職人、道具
職人、楮栽培農家のいずれ
もが高齢化が深刻な状況と
なっており、本格的な後継者
の育成に繋げる取組を行う。
機械すき和紙については、
用途拡大に向け、異業種連
携やマッチング等を実施し、
更なる販路拡大を目指す。

・土佐和紙の消費拡大に向けた取
組（H21～23）
◆景気低迷やデフレ等の要因で、
目標の達成には及ばなかったが、
紙産業全体が大幅に落込む中、
土佐和紙の知名度の向上、下降
の一途をたどっていた販売額減少
の鈍化や原料栽培、加工技術の
継承に一定の効果が出ている。特
に、土佐和紙が認知されるように
なり、利用しようという機運の向上
が見られた。（卒業証書利用学校
の増加、清酒のﾗﾍﾞﾙ、ふるさと博
名刺等）
◆廃業になっていた書道用紙事業
の復活や、新規書道半紙の誕生
により、今後の受注対応や販売額
増加に期待ができる。

・土佐和紙販売額の向
上を図る上でキーマンと
なる立場の組織や人材
が不在。

・商品（土佐和紙）として
も原紙のみの販売は限
界があるため、商品化、
包装等で付加価値をつ
けた販売戦略の構築が
必要。

・手すき和紙職人も多く
が高齢化しており、後継
者の育成が課題。現在、
人気のある商品も生産
量が少なく、注文があっ
ても断る事例も多くなっ
ている（鳥の子名刺、清
張紙、納経帳、がんぴ紙
等）。所得の向上も含め
て職業としてさらに魅力
あるものにすることが必
要。

◆土佐和紙の販路拡
大に向けた取組

◆機械すき和紙の異
業種との連携やマッチ
ング等の取組

◆「土佐和紙」の保
存・継承に向けた取組

　 　 　 　 　 　

17 高岡日曜市の活性化な
どによる地域商業の振
興

《土佐市》

サンシャイン高岡跡地に観
光案内機能や野菜等の直販
所などを整備し、テナントミッ
クスの「にぎわいのまち」を
つくることによって来街者の
増加を図り、地域商業の振
興につなげる。

・土佐市商店街活
性化推進協議会

・基本計画の策定（（H23）
◆集客拠点施設の整備に向け、商
工会及び農協等で構成される土佐
市商店街活性化推進協議会を設
置し、運営等について協議し計画
策定に取り組んだ。
　

◆高岡商店街への来
街者を増加させる仕組
みづくり

　 　

・安定的な運営のため、
他店舗（スーパー等）と
の差別化



Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）

指標及び目標第２期計画
Ｈ２８以降

土佐和紙の販売額
（H19　1.6億円）
（H22　○億円）

○億円
（現状の確保）

　 　

　 　

　 　

「土佐和紙」の販路拡大に向けた取組

機械すき和紙の異業種との連携やマッチング等の取組

「国際版画トリエン

ナーレ展」の開催

に併せたイベント

の開催

土佐和紙を活用した魅力ある商品の開発と既存商品のブラッシュアップ

紙の町いの町としての販売拠点づくり （いの屋の充実・販売強化、i-nos.netの組織強化等）

「土佐和紙」の保存・継承に向けた取組

土佐和紙へ興味のある若者や女性等に、知識、技能等を総合的に学ぶ長期的な人材育成プログラムを実施（土佐和

紙サポーターを養成）

土佐和紙をＰＲするキーマン（総括的営業マン）の育成による販路拡大

土佐和紙のニーズ、売れ筋商品の把握（市場調査等）ができるシステムの構築の検討

「国際版画トリエンナーレ展」の

開催に向けたイベントの検討及

びＰＲの実施

土佐和紙のＰＲのための原紙の見本帳・和紙製品のカタログの作成および定期的な更新

ネット販売の充実・強化へ向けた検討 新たな土佐和紙ネット販

売サイトの構築
土佐和紙ネット販売サイト

を開設

製紙会社の事業情報（製造品種）の収集及び紙媒体やＨＰ等による情報発信の検討

マッチング(展示会)等異業種連携強化に向けた取組の検討

　 　

施設での販売額 1.1億円

　 　

楮栽培農家の確保と新たな育成を図るための講習会の実施及び手すき職人との連携等の支援体制の整備

土佐和紙手すき和紙職人、道具職人の若手の人材育成との高度な技術の伝承のための仕組みの構築及び実施

県紙産業技術センターと手すき和紙職人の連携強化 （新商品の開発や市場調査、技術の伝承等）

集客施設の整備、オープン

高岡商店街への来街者を増加させる仕組みづくり

観光案内、情報発信

集客施設の安定した運営



【仁淀川地域】

総括 課題
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等

 

主な内容

18 いの町商店街（仁淀川七
色商店街）の活性化

《いの町》

・いの町
・いの町商工会

　 　

　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

19 地域産品を活用した冷
菓等の製造販売

《いの町》

地域特産品のゆず、トマト、
いちご、文旦等を活用したア
イスクリーム、シャーベット、
ドリンク等の生産性の向上を
図るとともに、地域生産者の
所得向上を目指す

・㈲高知アイス

空き店舗・旧町屋・倉庫等に
ついて、地域産品の販売や
コミュニティーの場、新規起
業希望者へのチャレンジ
ショップ等への有効活用を目
指し、いの町商店街の再生
へ向けた取組を行う。
人を商店街へ呼び込むため
の取組として、仁淀川七色
ロード市の定着化・拡大を図
るとともに、商店街の核とな
るまちの駅の設置に向けた
検討を図る。

◆いの町商店街の再
生に向けた取組

・生産体制および品質管理の強化
（H22～23）
・商品開発および販路拡大（H22～
23）
◆開発したドリンクが好評で受注
量が増加したが 同時期に生産体

・周年販売を目指し、海
外市場の販路拡大

・顧客ニーズへの対応

◆冷菓等製造施設設
備の整備

所得向上を目指す。

　

量が増加したが、同時期に生産体
制を強化するための施設設備を整
備しており、増産が円滑にできた。
また、平成22年度には香港でアイ
スクリームの販売許可を取得する
ことができ、平成23年度には海外
での更なる販路拡大を目指し、海
外向けHPの作成や商談会参加に
取組などしており、今後の販路拡
大が見込まれる。

◆販路拡大・販売促進

◆商品開発



Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）

指標及び目標第２期計画
Ｈ２８以降

いの町商店街の空き
店舗率の改善
（H23　25.3％）
　※25/99店舗

20％未満

　 　

　 　

冷菓等の販売額
（H22　3.75億円）

4.37億円

商店街の空き店舗について、家主

と貸店舗等への利用についての協

議を図り、協力店舗を確保するとと

もに、商店街近辺での町屋・倉庫

等についても店舗として利用可能

なものについての調査実施

いの町商店街

再生プランの

作成

いの町商店街の再生に向けた取組

空き店舗・旧町屋・倉庫等

を活用した低家賃のチャレ

ンジショップ等の検討・

募集

空き店舗・旧町屋・倉庫等

を活用したチャレンジショッ

プ等の開設・実施

仁淀川七色ロード商店街の本格実施。（定着化に向け参加・協力店舗数の増加、実施

回数を３ケ月毎から１ケ月毎等へ徐々に増加させ、最終的には毎週開催が目標。）定着

化による交流人口の拡大・商店街の売上げ増を目指す。

いの町商店街仁淀川七

色ロードモニターイベント

の継続実施（３ケ月毎）

新規起業希望者への起業研修の開催

・まちの駅の研究部会を設置

・まちの駅の適地及び可能性を検討 まちの駅の整備計画作成 まちの駅の建設

冷菓等製造施設設備の整備

　 　

増産体制に対応ずる設備の検討及び導入

販路拡大・販売促進

海外での展示・商談会への参加

商品開発

海外向けインターネットＨＰの内容検討・改良

顧客に対応した商品開発の強化

新商品製造に対応ずる設備の検討及び導入

海外商談会用プロモーションビデオの検討・制作



【仁淀川地域】

総括 課題
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等

 

主な内容

20 ㈱フードプランを中心とし
た農山村６次産業化の
推進

《仁淀川町》

仁淀川町において、地域の
商社として「（株）フードプラ
ン」を位置付け、一次産品を
活用した商品づくりを進め、
雇用の確保や農家所得の向
上につなげる。

・㈱フードプラン
・仁淀川町

・主力商品づくり（Ｈ２１～２３）
◆目標（販売額2.6億円）の達成を
１年前倒しで実現。雇用増にも貢
献。主力商品が「カット野菜」であ
るため、野菜の高騰により利益確
保が困難な局面もあったが、順調
に販売額を伸ばした。

・現施設での生産能力
が限界に達しており、地
域経済へ貢献（雇用増、
農家所得増等）するに
は、施設規模の拡大が
必要である。

◆施設規模の拡大

　 　 　 　

◆販路拡大・商品開発

　 　 　 　

◆野菜供給体制の強
化

21 売れる商品づくりによる
地産外商の推進

《佐川町》

佐川町において、地元民間
企業の商品の販売促進や、
一次産品を使った特長のあ
る商品づくりにより、地産外
商を推進し、外貨の獲得を
目指す

・佐川町
・ＪＡコスモス
・佐川町商工会
・企画本舗さかわ
屋
地元酒造会社

・「さかわの地乳」シリー
ズ商品の管理、「地乳｝
商標管理を含めた組織
の確立と体制の強化

酪農家 直接収入

・地元産品による売れる商品づくり
（Ｈ21～Ｈ２３）
◆平成21年度から酪農家含めた
農商工連携組織である地乳プロ
ジェクト会を設置し、地元産の牛乳
を使 た商品づくり 取組を進め

◆製乳施設整備

目指す。 ・地元酒造会社
・地元乳業者
・地元加工業者
・黒岩じるし
・地元酪農家　など

・酪農家への直接収入
化となる取組の実施

・「さかわの地乳」の牛
乳、加工品等の販売
ルートの確立

　 　 　

　 　 　

22 企業進出による雇用の
増と地元企業の活性化

《日高村》

日高村において、既存企業
の訪問(アフターケア)の充実
や遊休施設等の活用などに
よる企業誘致の取組を進め
るとともに、地域資源を活用
した企業の取組等を支援す
ることにより、地域の産業の
振興につなげる。

・日高村 ・既存企業の活性化と新規進出企
業の誘致による地域産業の振興
（H21～23）
◆村内企業の澁谷食品㈱の生産
拡大への取組、村外企業の㈲エス
エスの木質系のネコ砂製造施設の
誘致に成功し、地域資源の活用や
村内での新たな雇用を生むことな
どができた。

・企業が立地するための
適地の把握

・既存企業の活性化及
び新規進出企業のさら
なる誘致

◆既存企業の活性化
と新規進出企業の誘
致による地域産業の
振興

23 地元企業の活性化（芋
菓子加工販売拡大事
業）

《日高村》

高知県産のさつま芋を活用
した新製品の開発などによ
る生産販売の拡大を推進す
る。

・澁谷食品㈱ ・施設の整備（H21）
◆目標の達成には及ばなかったも
のの販売額は伸びている。また、
県外（松山市）へ新店舗がオープ
ンしたことから、H24以降の事業展
開に期待ができる。

・観光事業と連携しての
工場見学施設の検討

・顧客のニーズの把握と
対応

◆自社ブランド製品
（芋菓子）の新製品開
発と販路拡大

を使った商品づくりの取組を進め
た。
平成22年度には、「さかわの地乳」
のブランド化や地乳を使った加工
品シリーズの商品化を図り、そのＰ
Ｒ・販売促進に取り組んだ。
平成23年度には、地元の自主的な
活動が活発化し、生乳出荷も増加
傾向にあり、酪農家の所得も上
がってきている。また、地乳加工品
も増え、加工業者の所得向上や地
域への経済波及効果も見込まれ
る。
◆県内量販店との販売取組も進
み、今後の展開によっては、生産
者・加工業者の所得が更に向上
し、地域への経済波及効果が見込
まれる。

◆地乳加工施設整備

◆加工品生産及び販
売促進体制づくり



Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）

指標及び目標第２期計画
Ｈ２８以降

㈱フードプランの販
売額
（H19　2.2億円）
（H22　3.2億円）

4.0億円

　 　

　 　

480ｔ生乳出荷量の拡大
（H21　240ｔ）
（H22　260ｔ）

施設規模の拡大

販路拡大・商品開発

野菜供給体制の強化

加工施設の機能規模の検討・設計・工事

販路拡大への取組

カット野菜等の商品開発及び機器導入

野菜集出荷体制の強化及び野菜栽培支援の取組

製乳施設整備

　

　

支援企業数
（Ｈ21　1社）
（Ｈ22　1社）

2社

食品加工新規部門
の販売額
（H21　2.0億円）
（H23　3.2億円）

4.5億円

製乳施設の整備

地乳加工施設整備

各加工業者の加工施設の整備

加工品生産及び販売促進体制づくり

地乳ブランドのための生乳及び加工品の販売促進活動による消費拡大

販促管理・商標管理等の組織の構築

既存企業の活性化と新規進出企業の誘致による地域産業の振興

役場内での研修会の設置、既存企業の訪問、既存企業の連携等による活性化につながる方策等の検討、県との連絡

会の開催、企業誘致に関する研修会の開催、企業誘致のための方策等の検討

自社ブランド製品（芋菓子）の新製品の開発と販路拡大

新製品の開発、販売促進、インターネット等での販路拡大

県外へのアンテナショップ

の展開(四国内)
県外へのアンテナショップの展開(首都圏等)



【仁淀川地域】

総括 課題
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等

 

主な内容

24 企業進出による雇用の
増（ペット用木質系排泄
物処理剤製造施設整備
事業）

《日高村》

木質系のネコ砂製造事業に
取り組む県内企業の施設整
備事業を日高村に誘致し、
村内での新たな雇用を創出
する。また、原材料の木材
チップや茶葉については仁
淀川流域でほぼ全量を調達
することから、雇用と併せた
地元生産者への経済効果の
波及を目指す。

・㈲エスエス ・施設の整備（H22）
◆製造施設の操業により村内での
4名の雇用が創出された。原材料
の木材チップや茶葉等の仁淀川流
域での調達による地元生産者へ
の波及効果が期待される。

・販売ルートに合わせた
新商品の提案に対応で
きる体制の構築

・製品販売の提携先等と
の連携

◆ペット用木質系排泄
物処理剤の新商品の
開発と販売促進

25 「奇跡の清流仁淀川」流
域の広域観光推進

《仁淀川地域全域》

　 　

　 　 　

　 　 　 　 　

仁淀川流域の多様な自然や
生活文化等の地域資源を基
にして旅行商品化を進め、
交流人口の拡大を図る。
また、仁淀川の「水質日本
一」という特性をブランドとし
て観光ＰＲに活用するととも
に、地域産品に仁淀川ロゴ
マーク用いて販売促進を図
るなど、観光と他産業を組み
合わせた観光産業化を推進
する。

・仁淀川地域観光
協議会
・いの町観光協会
・越知町観光協会
・土佐市
・いの町
・仁淀川町
・佐川町
・越知町
・日高村

◆「奇跡の清流仁淀
川」ブランドを活かした
観光・物販情報の発信

◆観光客の誘致

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

◆観光資源の旅行商
品化

◆物産品開発と販売
促進

◆地域コーディネート
組織の整備



Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）

指標及び目標第２期計画
Ｈ２８以降

ペット用木質系排泄
物処理剤の販売額
（H23　450万円）

9,000万円

仁淀川地域観光協
議会関連のツアー客
数
（H23　500人）

公共関連宿泊施設で
の宿泊者数
（H19　52,156人）
（H22　52,902人）

主要観光施設の入
込数
（H19　136,380人）
（H22　135,029人）

730人
（年10％アップ）

56,000人

140,000人

ペット用木質系排泄物処理剤の新商品の開発と販売促進

事業者による新商品の開発と販売促進

「奇跡の清流仁淀川」ブランドを活かした観光・物販情報の発信

地域情報の収集及び発信（各市町村及び関係団体からの情報収集、ＨＰ等のインターネットツールやパンフレット等を活用した観光情報等の発信）

旅行商品や観光資源等のプロモーション活動（旅行会社への売り込み、旅行商品販売に向けたチラシ・パンフレット等の作成）

レベルアップや品質向上のための研修会等の実施（仁淀川地域特別情報員や各市町村担当職員を対象とした研修会、講習会の実施）

広域観光案内（来訪や電話による照会への対応、地域のお勧め情報の提供）

観光客の誘致

観光関係調査の実施（モニターツアー等によるアンケート調査の実施、指標や設定目標、効果測定のために把握する必要のある基礎数値の調査）

　 　

　 　
地域物産品の商品開発とＰＲ

観光資源の旅行商品化

旅行商品化への取組（ターゲット別、テーマ別などに観光資源を組み合わせた周遊ツアーの造成、旅行会社と連携した魅力ある旅行商品の造成）

物産品開発と販売促進

地域コーディネート組織の整備

法人化及び観光圏整備事業導入の検討・事業計画の

策定
観光圏整備事業の申請 組織強化

観光資源の発掘と磨き上げ（市町村や観光関係団体による観光資源の発掘や体験プログラム等の磨き上げ、体験プログラム実施体制の整備等）



【仁淀川地域】

総括 課題
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等

 

主な内容

26 仁淀川流域を中心とした
ジオパークへの取組によ
る交流人口の拡大

《仁淀川町、佐川町、越
知町、日高村、津野町、
檮原町》

横倉山から佐川町にかけて
の貴重な地域資源（地質）を
活かし、仁淀川流域を中心
に、天狗高原（四国カルスト）
も組み合わせて、「世界ジオ
パーク」の認証に向けた取
組を進め、交流人口の拡大
につなげる。

・佐川町

　 　

　 　

　 　 　 　

◆「世界ジオパーク」
の認証に向けた広域
的な取組

※世界認定に向けて
整備すべき項目

１　各６町村での説明
会の実施や様々なイ
ベントでの啓発活動な
ど、最も重要であり、
最も時間を要する地域
住民の認知度の向上

２　どのように地質資
源の保全を行うか、地
質等を如何に教育に
役立てるか、地質遺産
を楽しむジオツーリズ
ムによって如何に地域
経済活性化を図るか
など、ジオパークの３
つの柱の整備

３　ジオパーク推進拠
点や多言語案内看
板、説明板等の設置
等のハード整備

４　しっかりとした運営
と運営計画の策定が
実施できる運営母体
の整備（組織は公的機
関、地域社会、私的団
体、および研究教育機
関などから構成）

・「世界ジオパーク」の認証に向け
た広域的な取組（H21～23）
◆ジオサイトの整備、実施主体の
組織化など、整備事項が多岐にわ
たり、費用負担も相当規模になる
と見込まれることから、取組を円滑
に推進するために、これらを盛り込
んだ事業計画を検討してきた。
◆平成22年度には、仁淀川・四国
カルストジオパーク推進協議会を
中心にＨＰの開設やジオサイトの
選定などに取り組み、日本認定を
目指すという方針で作業を進めた
ところ、町村間でジオパークに対す
る認識の相違があり、専門家を招
へいした検討などを経て、世界認
定も含めたジオパークの全体像を
見通した事業計画の検討に取り組
んだ。
◆平成23年度には、先進地事例を
参考に、作業スケジュールや対応
する費用負担を明らかにした事業
計画の策定に取り組み、６町村全
体で方向性を検討した。こうした取
組により、世界認定への作業工
程、費用負担などに関して６町村
間で認識の共有ができ、共同して
進めようとしている広域ジオパーク
の認定申請に向け、よりよい方向
性の確認が進み、取組の態勢が
整った。

・関係町村間での意識を
統一した取組

　 　 　 　

　 　 　 　 　 　



Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）

指標及び目標第２期計画
Ｈ２８以降

ジオサイトへの入込
客数

5,000人

　

　

　 　

「世界ジオパーク」の認証に向けた広域的な取組

推進協議会準備会

（行政）
推進協議会設置・運営

日本認定

申請

世界認定

申請

現地調査等

現地調査等

推進室設置・運営
推進チームの設置

（行政）

管理組織設置・運営管理組織の設置検討

ジオサイトの整備（ソフト：核サイトの選定、広報用パンフ作成、データベースの作成等）

・ジオガイド研修

・学芸員等への研修
ジオガイド体制の整備

・ジオガイドの開始

・学芸員等によるガイド業務開始

ジオサイトスタッフの整備

ジオツアーの整備

ジオツアールートの

検討
ジオＨＰ作成

ジオツアールートの

決定

　 　

　 　

支援・協力団体の育成

受け入れ態勢の整備

支援・協力候補団体の

育成

住民へのジオ注目度

喚起
地域住民や民間事業

者等に対する支援・協

力呼びかけ

拠点施設の設置検討

ジオサイトの整備（ハード：案内板・説明板の設置、インフォメーションセンター・観光案内所の設置、サイト内の歩道

等の整備）

拠点施設の整備

拠点施設の設置

地域住民へのジオ注目度喚起（２回／年×６町村）

学校関係者（教員・生徒）への普及啓発（１回／年×６町村）

各種媒体（広報、雑誌、新聞記事、テレビ、ラジオ、ＨＰ等）、イベントでのＰＲ等の広報活動

ジオパーク先進地との連携

関係機関、研究機関の連携



【仁淀川地域】

総括 課題
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等

 

主な内容

27 集客施設の整備による
新居地区の活性化

《土佐市》

土佐市の新たな地域振興の
拠点、地域情報発信基地と
して「南風の駅」（仮称）を整
備し、交流人口の拡大と地
域の活性化を目指す。

・企業組合　土佐の
夜明け（仮称・予
定）

・体験型観光及び食観光の推進
（H21～23）
◆地域資源を活用した観光商品づ
くりに取り組む中で、具体的な動き
が出始めた。

・施設整備の内容や運
営方法、体制等の検討

　 　 　 　

28 体験型観光・食観光の
推進

《土佐市》

土佐市において、地域資源
を活用し、体験型観光と食
観光を組み合わることによっ
て滞在時間の延長を図り、
宿泊を伴う滞在型観光につ
なげる。

・土佐市
・土佐市商工会な
ど

　 　 　

・体験型観光及び食観光の推進
（H21～23）
◆地域資源を活用した観光商品づ
くりに取り組む中で、具体的な動き
が出始めた。

・「まちあるき」の推進（H22～23）
◆宇佐・高岡の２地域から「まちあ
るきコース」が誕生し、ガイドの研
修を実施。

・宇佐土曜市の活用（H22～23）
◆市場内での体験メニューや、買
物ツアーなど旅行商品に組み込ま
れ、高評価を得ている

◆規格外の農産物等
を使ったレストランの
設置

◆仁淀川及び新居海
岸等を活用した観光メ
ニューの案内及び情
報発信

・まちあるきガイドの不
足

・宇佐土曜市への出店
者及び出店品目の不足

◆ガイド組織の強化

◆新たな体験型メュー
の開発

◆宇佐土曜市の活用◆宇佐土曜市の活用



Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）

指標及び目標第２期計画
Ｈ２８以降

　 　

　 　

「南風の駅」（仮称）整備及

び運営方法の検討
「南風の駅」（仮称）

オープン

仁淀川及び新居海岸等を活用した観光メニューの案内及び情報発信

観光案内機能についての

検討
「南風の駅」（仮称）内での観光案内及び情報発信 など

ガイドのレベルアップ、複数地域をガイドできるスルーガイドの養成及び新規ガイドの募集

ガイド組織の強化

地域資源の掘り起こし及び活用

新たな体験型メニューの開発

規格外の農産物等を使ったレストランの設置

宇佐土曜市の活用

新規出店者の募集、旅行商品化に向けた取組強化



【仁淀川地域】

総括 課題
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等

 

主な内容

29 体験型観光の推進と地
域資源を活かした特産
品づくり

《いの町》

・いの町
・いの町観光協会
・いの町商工会
・ロハスなむささび
の里づくり委員会
・土佐和紙工芸村
ほか

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

◆体験型観光のメ
ニューづくりと推進

◆地域資源を活かし
た特産品（食・工芸品
等）づくり

◆「グリーンパークほ
どの」の環境学習の場
としての活用

いの町において、地理的条
件を活かした体験メニューづ
くりや自然を満喫できるメ
ニューづくりなどに取り組
み、体験型観光を推進する。
また、宿泊施設の少ない流
域において、観光客が地域
にお金を落とす仕組みとして
の地域素材を活かした名物
やお土産品の開発を行う。
「グリーンパークほどの」を
環境学習施設として整備し、
小･中学校の環境教育の体
験学習の場や、企業等の研
修の場としての利用を促進
することにより、体験型観光
の推進を目指す。

・体験型観光の推進（H21～23）
◆仁淀川地域観光協議会の設立
や新たな体験型メニューの構築等
により、いの町内の公共関連宿泊
施設の利用者も増加しており、流
域全体での目標達成は微妙であ
るが、雇用の増加（土佐和紙工芸
村他）や所得の向上、地域の活性
化につながっている。
◆平成23年度にはNHK高知放送
局80周年記念として、8月以降仁
淀川特集が全国放送されたことか
ら、今後さらなる観光客の増加も
期待される。

・ハード・ソフト両面で、
流域で受け入れる体制
が構築されておらず、流
域上げて取り組む組織
体制の整備が必要。

・従来から流域で弱い食
の観光も含め、さらなる
魅力ある体験型観光メ
ニューの構築や地域の
資源を活かした銘産品
の開発等が必要。

30 山岳資源を活用した交
流人口の拡大

《いの町》

「木の香温泉」を拠点とし、
他の観光施設と連携して四
国山地の地理的条件を活か
した高地トレーニングや、山
岳資源を活用した体験メ
ニューの開発により体験観
光を推進し、交流人口の拡
大を図る。

・いの町
・いの町観光協会

・体験メニュー等の開発（H21～
23）
◆高地トレーニングのモニター等
は、実施されたが、商品化までに
は至っていない。また、体験メ
ニューづくりもモニターツアーを実
施しているが、ウォーキングを除い
て完成には繋がっていない。しか
し、どちらも参加者には好評で商
品化が期待される。

　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

としての活用

・体験メニュー等の商品
化

・商品化に向けての資源
の掘り起こし

・売り込み先

◆観光施設と連携した
体験型観光の推進

◆新たな資源を活用し
た体験メニューの検討
と商品化（ダム・冬期
資源）

◆集客に向けての観
光施設の検討と整備



Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）

指標及び目標第２期計画
Ｈ２８以降

いの町内の公共施
設の利用者数
（H22　約450,000人）

500,000人
（10％アップ）

　 　

　 　

　 　

「グリーンパークほどの」の環境学習の場としての活用

体験型観光の推進と新たなメニューづくりと推進

幅広い世代向けの体験型観光メニューの開発と既存メ

ニューのブラッシュアップ

３つの道の駅での連携強化（情報の共有化等）の検討

既存の体験メニューの人材育成と事業体制の強化

水辺利用率の高い仁淀川を活用した「川の家」の検討

地域資源を活かした特産品（食・工芸品等）づくり

観光施設を連携したシステムの構築

新たな体験型観光メニュー

のモニター実施

新たな体験型観光メニュー

の本格実施

「川の家」の実施計画

策定

「川の家」の開業向けた

取組

既存商品の連携による

販売方法検討と販路拡大

既存商品などのイベントへの出店及び商談会等のマッチングの機会拡大による販路の開拓

地域資源を活かした新商品の開発

地域資源の発掘及び新

たな商品開発に関する検
商品に関するストーリー構

築等の検討

新商品のマーケティング・ＰＲ方法の検討及び実施によ

る市場の拡大

ネット販売の充実及び拡大に向けた検討及び実施
ネット販売活用に関する検

討及び開発

本川地区の公共施
設利用者数
（H22　67,600人）

71,000人
（5％アップ）

　 　

　 　

宿泊体験プログラムの内容強化充実 自然エネルギーの活用・研究

体験教育の実践・ＰＲ及び参加募集 （小水力・風力・太陽光・木材など）

研修参加企業へのＰＲ及び参加募集

県内・県外（瀬戸内圏）への売り込み・課題の検討

観光施設と連携した体験型観光の推進

新たな資源を活用した体験メニューの検討と商品化（ダム・冬期資源）

集客に向けての観光施設の検討と整備

新たに活用できる資源

の検討

施設利用者等の

調査と検証

施設への集客の計画

施設整備に係る

実施計画と設計

施設の整備

新たな体験メニュー

の検討
体験メニューの試行 体験メニューの商品化

商品の磨き上げと商品の多様化

木の香温泉を拠点とした体験観光の検討 体験観光の試行 体験観光の商品化

インストラクターの養成



【仁淀川地域】

総括 課題
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等

 

主な内容

31 観光情報の一元化と
おもてなし観光の推進

《仁淀川町》

仁淀川町において、情報発
信の強化や観光情報ネット
ワークの構築などによって、
観光情報の充実を図り、滞
在型観光の振興につなげ
る。

・仁淀川町内の観
光関連団体

　 　 　

　 　 　

・観光情報発信の強化
による効果的なＰＲの検
討

・ガイド養成活動の強
化、仁淀川町の観光ガ
イドの内容調査とその整
理、ツアーづくりと実践

・情報基盤の改善、既存
観光施設の運営、観光
案内板等の不足、地域
産品の不足、観光団体
の高齢化

◆観光情報の一元化

◆観光ガイドの養成

◆おもてなし観光の推
進

・観光情報ネットワークの構築
（H21～23）
・おもてなし活動の実施（H21～23）
◆情報発信力の強化や新しい観
光団体、既存団体のブラッシュアッ
プ、食観光への取組を強化してき
た結果、着実に基礎力が増してき
た。
また、ＩＣＴ事業やインターンシップ
事業、各種アドバイザーの活用な
どにより地域内外の交流が進み、
地域住民が仁淀川町の観光資源
とその活用に本格的に取り組むよ
うになってきており、その活動が内
面から充実してきた。その結果、平
成22年度には「仁淀川町の観光を
考える会」が発足し、観光資源の
磨きあげ、ガイド力のアップ、着地
型観光づくりやその販売手法の確
立に向けて、組織的に活動が行え
るようになってきた。

32 歴史的風致維持向上計
画の推進

《佐川町》

「文教のまち」佐川町におい
て、シンボル的建造物である
民具館や歴史的建造物、観
光施設を整備することによ
り、一体的な歴史的風致を
形成し、観光資源としての充
実を図る。

・佐川町 ◆一体的な歴史的風
致の形成

　 　

　 　 　

・歴史的風致維持向上
計画と整合性の取れ
た、街なみ環境整備事
業計画への取組

・佐川町の物産販売、情
報発信や地域で作り込
んだ観光の提案を積極
的に実施する観光組織
の設立

・一体的な歴史的風致の形成への
取組（H21～23）
◆平成21･22年度は、歴史的風致
地区において国庫補助事業「歴史
的環境形成総合支援事業」を活用
し、佐川文庫庫舎（旧青山文庫）の
上町への移築、景観を損なってい
る建物を取り壊しての小公園整備
など、観光資源としての街並み整
備を図っている。
また、ソフト事業では、ホームペー
ジやパンフレットの作成など対外
的な広報活動、情報発信を行うと
ともに、イベントの開催など、地域
での継続的な活動も行っており、
徐々にではあるが観光客の増加
がみられている。
◆平成23年度には、国庫補助事
業の見直しにより従来の事業から
「街なみ環境整備事業」に事業が
移行しながら、取組は継続してお
り、平成23年度に、「街なみ環境整
備事業計画書」を作成し、引き続き
観光資源としての整備と活用を検
討している。
地域ではＮＰＯ法人佐川くろがね
の会を中心に観光資源を生かした
観光ガイドの充実や商工会と連携
したイベント等を図かり、地域の活
動が活発化の傾向にある。



Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）

指標及び目標第２期計画
Ｈ２８以降

ガイド養成人数

実施ツアー数

20人

50ツアー

　 　

　 　

観光情報の一元化

コーディネーターによる効果的なＰＲとプロモーション活動の展開・既存施設等の有効活

用と機能充実

観光ガイドの養成

観光資源の発掘と観光素材の整理とガイド要員の増員活動の実施

おもてなし観光の推進

観光案内板の設置、トイレ等の改修など実施

地場産品開発の実施（仁淀川町のお土産品、仁淀川町の食メニューなどの開発・販売）

観光団体等の相互サポート体制づくり

仁淀川町独自の滞在型観光ビジネスの展開（ツアー商品の確立、仁淀川町の観光団体等の情報ネットワークの強化）

仁淀川町観光協会（仮称）

の設立と運営

5,000人

　

　

歴史的風致地区へ
の入込客数

一体的な歴史的風致の形成

浜口邸の整備

佐川町物産・集客ツー

ルの検討

まちの駅を中心とした風致地区の観光活性化事業の実施

牧野富太郎生家の復元整備

歴史的風致地区へのＪＲ客車移設

牧野公園の整備

風致地区の標識整備

佐川町歴史的風致維持向上計画協議会における歴史的風致維持向上施設の審議、提言等

佐川町物産・観光振興

組織の構築



【仁淀川地域】

総括 課題
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等

 

主な内容

33 佐川町における知的体
験型観光の推進

《佐川町》

「学ぶ楽しみ・触れる楽しみ・
交わる楽しみ・五感の楽しみ
、大人の知的好奇心を刺激
する「佐川学」による観光」を
目指し、量より質の観光地
域づくりやメニューづくりに取
り組み、佐川町における知
的体験型観光を推進し、交
流人口の拡大につなげる。

・佐川町 ・歴史的風致維持向上
計画と整合性の取れ
た、観光資源としての活
用の検討

◆知的体験型観光の
集客拡大のための条
件整備

　 　

34 佐川町収蔵資料を活用
した地域の活性化

《佐川町》

佐川町には多くの偉人の収
蔵資料があり、特に植物学
者として世界的に著名な牧
野富太郎博士の植物標本や
植物画等の資料が多くあ
る。こうした収蔵資料等の展
示施設を整備し、集客の核
としての充実を図り、「牧野
博士」や「佐川の偉人」を旗
頭とした文教での地域活性
化を推進する。

・佐川町 ・歴史的風致維持向上
計画と整合性の取れ
た、観光資源としての活
用の検討

◆佐川の偉人の収蔵
資料の多面的な活用

　 　

・知的体験型観光の集客拡大のた
めの条件整備（H23）
◆平成23年度作成のさかわ文教・
歴史のまちなみ重点地区まちづく
り計画とさかわ文教・歴史のまちな
み重点地区街なみ環境整備計画
の中で、「佐川学」をテーマに量よ
り質の知的体験の観光地域づくり
を検討し、知的体験ができる施設
の移築・整備を進めることによっ
て、新たな観光メニューの創出に
よる、地域への経済効果波及と地
域活性化等の効果が見込まれる。

・牧野博士の収蔵資料の多面的な
活用（H23）
◆平成23年度に「さかわ文教・歴
史のまちなみ重点地区まちづくり
計画」と「さかわ文教・歴史のまち
なみ重点地区街なみ環境整備計
画」を策定しており、その中で、佐
川町にある偉人の収蔵資料を活
用、特に「牧野博士」を展示する施
設の整備を計画しており、新たな
観光メニューによる、地域への経
済効果波及や地域活性化等の効
果を期待している。

35 越知町の総合的な観光
推進と地場産品の販売
促進

《越知町》

・おち駅運営協議
会
・越知町観光協会
・JAコスモス
・越知町　など

　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

情報発信機能と物販機能を
持った、「越知町観光物産館
おち駅」を拠点に越知町にお
ける観光振興と物産販売体
制の強化を図る。また、地域
の様々な素材を組み合わせ
た交流・体験型観光のメ
ニューづくりや地場産品等を
活用した加工体制づくりと新
商品開発に取り組み、観光
及び物販による外貨の獲得
につなげる。

◆観光物産館おち駅
の利用者拡大のため
の取組の実施

◆横倉山等を活用し
た体験型観光のメ
ニュー開発

◆継続的なラフティン
グ・インストラクターの
養成及び団体向けメ
ニューの開発

・物販販売体制の強化

・荒天時やシーズンオフ
に対応する体験型観光
メニューの開発

・団体客の受入に向けた
ラフティング・インストラク
ターの養成

・観光物産館おち駅の整備（H21～
22）
◆目標の達成には一歩及ばな
かったものの「観光物産館おち駅」
での農産物の販売高が伸びたこと
により、やりがいを感じ始めた農家
からの出荷量が増えてきている。

・体験型観光の推進（H22～23）
◆平成23年度から取組を始めたカ
ヌー・ラフティングの体験型観光に
よる交流人口の拡大が期待でき
る。



Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）

指標及び目標第２期計画
Ｈ２８以降

知的体験施設への
入込客数

5,000人

　

資料館への入込客
数

5,000人

　

知的体験型観光の集客拡大のための条件整備

知的体験型観光のメニューづくり、施設活用方法の

検討

名教館の移設・整備

知的体験型観光の管理運営組織の構築

牧野公園花見棟・売店棟

の整備

知的体験型観光メニューの実施

佐川の偉人の収蔵資料の多面的な活用

施設の整備及び運営管理方法等の検討

佐川町偉人資料館の整備

収蔵資料活用方法の検討など

施設

オープン

6,000万円

6メニュー

6人

8人

施設での販売額
（H22　5,600万円）

体験メニューの造成

案内人の養成数

ラフティング・インスト
ラクター数
（H23　6人）

収蔵資料活用方法 検討な

運営管理組織の構築

ラフティング・インストラクター養成講座の実施

産直体制の強化、越知名物づくり、県内外へのＰＲ（ＨＰ、各種媒体の活用）

横倉山等を活用した体験型観光のメニュー開発

資料の収集

コースの検討

案内人用テキスト

の作成

参加者用学習

ツールの作成

体験メニューの試行

案内人養成及び体制づくり

県内外へのＰＲ（ＨＰ、各種媒体の活用）

体験マップの作成 体験メニューの本格実施

他の体験メニュー等と組合わせたプログラム

開発

継続的なラフティング・インストラクターの養成及び団体向けメニューの開発

観光物産館おち駅の利用者拡大のための取組の実施

団体向けのメニュー検討 県内外へのＰＲ（ＨＰ、各種媒体の活用）
モニターツ

アーの実施



【仁淀川地域】

総括 課題
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等

 

主な内容

36 直販市を核とした観光資
源の整備による交流人
口の増と地域の活性化

《日高村》

直販市「さんさん市」を拠点
として整備し、周辺の観光資
源と連携した活用を図ること
で、日下川調整池周辺での
観光振興につなげる。

・日高村 ・地域の農産物・農産加
工品販売所の観光情報
発信拠点としての機能
充実

◆直販市及び周辺の
観光資源の整備

37 屋形船を活用した拠点
施設の整備による交流
人口の増と地域の活性
化

《日高村》

仁淀川沿いエリアでの新た
な観光振興につながる屋形
船の運行開始に合わせて船
の発着場周辺を整備するこ
とで、集客力のアップを図
り、観光振興につなげる。

・日高村 ・屋形船事業の実現 ◆屋形船の運行に向
けた取組

◆物産販売施設等の
拠点整備

・交流人口の拡大のための条件整
備（H21～23）
◆平成21年度に産業振興アドバイ
ザーにより日高村の観光資源活用
調査事業を実施し、エリアごとの活
用案を取りまとめた。その後、ボラ
ンティアガイド組織の立上げやガイ
ド育成、モニターツアーの実施等、
具体的な取組を進めてきたところ、
日下川調整池周辺地域において、
日高村の食も含めた観光客の集
客を図る地域の観光情報発信拠
点が必要となった。

・交流人口の拡大のための条件整
備（H21～23）
◆平成21年度に産業振興アドバイ
ザーにより日高村の観光資源活用
調査事業を実施し、エリアごとの活
用案を取りまとめ、具体的な検討
を進める中、仁淀川沿いエリアに
おいて、川を活用した体験メニュー
の充実が求められるところとなっ
た。

38 国宝を活用した観光資
源の整備による交流人
口の増と地域の活性化

《日高村》

小村神社の国宝（大刀）の有
効活用や、恵まれた自然環
境を活かした観光資源の整
備を図ることで、小村神社周
辺エリアでの交流人口を拡
大し、観光振興につなげる。

・日高村 ・観光交流における大幅
な集客方法がない

◆国宝(大刀)レプリカ
や展示スペースの整
備

◆小村神社周辺の案
内看板整備

◆観光PR資材やガイ
ド用教材等の作成

・交流人口の拡大のための条件整
備（H21～23）
◆平成21年度に産業振興アドバイ
ザーにより日高村の観光資源活用
調査事業を実施し、エリアごとの活
用案を取りまとめた。その後、ボラ
ンティアガイド組織の立上げやガイ
ド育成、モニターツアーの実施等、
具体的な取組を進めてきた。その
結果、小村神社周辺エリアでは、
国宝に指定された大刀（レプリカ）
の常設展示など観光資源の磨き
上げと域内の観光ガイドの組織化
など体制整備が必要となった。



Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）

指標及び目標第２期計画
Ｈ２８以降

体験型観光での入込
客数

（H22　7,834人）

23,500人

体験型観光での入込
客数

（Ｈ22　7,834人）

23,500人

屋形船の運行実現に向けた取組、物産販売施設等の拠点整備

事業化に向けた準備(実施

団体の確定等)

本格実施及びPRの取組

観光ルートの設定、観光メニュー化、ツアー商品化

周辺施設等の検討及び整備

直販市及び周辺の観光資源の整備

観光情報拠点の整備

観光情報パンフレットの作成及び啓発

観光情報拠点の完成及び稼働

体験型観光での入込
客数

（Ｈ22　7,834人）

23,500人

国宝（太刀）レプリカや展示スペースの整備

小村神社周辺の案内看板整備

観光ＰＲ資材やガイド用教材等の作成

国宝のレプリカ等の作製

方法･保管場所･管理方

法･管理主体等について関

係機関との協議

レプリカの作製･保管場所

の整備･常設展示の開始

観光ボランティアガイドの育

成研修の実施

観光ルートの設定、観光資源の掘り起し

観光客の受入

観光ルートの設定、周辺整備、観光メニュー化、ツアー商品化
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